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本と擦と主のに高いtJいっぱいの住みよいili5びこにしま事
織と俸を嘗t!え生哲生意と闘嘗事事rJゆくあびこにしま哲
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任期満了iニ伴う災孫子市談会議員一総選挙l立、 11尭27日{日}午

前 7草寺から市内26か鱗の投票訴で一斉に17われ、節目悶淡の結果、
終日午吉方自時遂事32人の務主義晃が決まりまLt二。 j空襲撃率iま10.87
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入、5i';2人で約3分(1)1が入れ望書わ丹、平均塁手議事は56慾庁ち5自殺

に理主古車りました。新議後のf壬翼請は12月18からで、今後4年間、
市民(1)代表として、子信量主告主Eってい〈ことにな号ます。
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